
最
低
賃
金
を
何
％
ず
つ
だ
ろ
う
が
毎

年
少
し
ず
つ
引
き
上
げ
れ
ば
、
い
つ
か

は
全
国
平
均
１
０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

民
主
党
政
権
時
で
さ
え
、
政
労
使
で

「
２
０
２
０
年
ま
で
に
全
国
平
均
１
０
０

０
円
」の
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
経
過
の
な
か
、
８
月
23
日
、

２
０
１
６
年
度
の
都
道
府
県
別
最
低
賃

金
の
改
定
額
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
「
最

低
時
給
が
７
０
０
円
を
超
え
、
全
国
平

均
は
25
円
高
い
時
給
８
２
３
円
と
な
っ

た
」
な
ど
安
倍
経
済
政
策
を
賞
賛
す
る

よ
う
な
報
道
も
あ
り
ま
し
た
が
、
と
ん

で
も
な
い
事
実
誤
認
で
す
。

内
閣
府
は
最
低
賃
金
よ
り
「
プ
ラ
ス

40
円
で
働
く
労
働
者
は
約
５
０
０
万
人
」

と
発
表
し
ま
し
た
。
問
題
な
の
は
、
今

の
最
低
賃
金
の
水
準
で
は
フ
ル
タ
イ
ム

で
働
い
て
も
年
収
１
５
０
万
円
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
生
活
で
き
ま
せ
ん
。

子
育
て
も
介
護
も
不
可
能
で
す
。

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は
全
体
の
賃

金
を
底
上
げ
す
る
こ
と
が
前
提
。
こ
れ

に
は
経
団
連
は
真
っ
向
か
ら
反
対
し
て

い
ま
す
。

「
プ
ラ
ス
25
円
じ
ゃ
ダ
メ
！
今
す
ぐ
１

０
０
０
円
、
１
５
０
０
円
を
よ
こ
せ
」
と
、

正
規
、
非
正
規
を
超
え
た
労
働
者
の

声
と
連
帯
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
「
最
賃
引
上

げ
ア
ク
シ
ョ
ン
」
に

連
帯
し
、
全
国
各

地
で
行
動
を
起
こ

し
ま
し
ょ
う
。
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昨
年
11
月
24
日
、
安
倍
首
相
は
当
時
の
全
国
平
均
７
９
８
円
の
最
低
賃
金

を
毎
年
３
％
程
度
ず
つ
引
き
上
げ
、
２
０
２
０
年
半
ば
ま
で
に
全
国
平
均
１
０

０
０
円
を
目
指
す
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
と
い
え
ば
東
京
五
輪

の
年
、
そ
こ
ま
で
ニ
ン
ジ
ン
を
ぶ
ら
さ
げ
る
つ
も
り
な
の
か
、
今
年
度
は
わ
ず
か

25
円
の
ア
ッ
プ
で
す
。

最低賃金 全国平均25円アップの改定
フルタイムでたったの年収150万円

生
き
ら
れ
る
賃
上
げ
を
！

各
地
で
声
を
あ
げ
よ
う

安
倍
首
相
！

結
婚
・
子
育
て
・
介
護
で
き
ま
す
か
？



安
倍
内
閣
の
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
は
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
「
新
３
本
の
矢
」
に
よ
っ
て
、
名

目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
６
０
０
兆
円
を
実
現
し
、
子
育
て
、

介
護
、
社
会
保
障
な
ど
の
向
上
を
目
指
す

と
し
て
い
ま
す
。
希
望
出
生
率
１
・
８
、
介

護
離
職
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
と
大
見
栄
を
切

り
ま
し
た
。
「
プ
ラ
ン
」
は
８
つ
の
項
目
に
分

類
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
実
現
に

は
無
理
が
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
安
倍
政
権
の
基
本
的
な
考

え
方
は
大
企
業
の
成
長
（
利
潤
の
蓄
積
）
を

前
提
と
し
、
大
企
業
は
激
し
い
競
争
の
中
、

利
潤
追
求
の
た
め
に
、
必
ず
賃
金
や
労
働

条
件
を
切
り
下
げ
て
き
ま
す
。
そ
の
手
法

は
「
好
循
環
社
会
」
ど
こ
ろ
か
悪
循
環
を
深

化
さ
せ
る
だ
け
で
す
。

第
３
次
改
造
安
倍
内
閣
は
８
月
に
16
年

度
第
二
次
補
正
予
算
案
を
決
定
し
ま
し
た
。

予
算
総
額
は
３
兆
２
８
６
９
億
円
。
そ
の
中

で
、
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
予
算
は
７
１
３

億
円
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
や
港
湾
施
設
の
建
設
・
整
備
な
ど
大
型

公
共
投
資
が
大
半
で
、
「
プ
ラ
ン
」
は
掛
け

声
倒
れ
に
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

待
っ
た
な
し
の
「
保
育
」
「
介
護
」
問
題
。

「
プ
ラ
ン
」
に
よ
る
と
待
機
児
童
解
消
に
向

け
、
17
年
度
末
ま
で
に
50
万
人
分
の
「
保
育

の
受
け
皿
整
備
」
を
行
う
と
し
、
企
業
主

導
型
の
保
育
推
進
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
育
士
の
賃
金
が
女
性
労
働
者

間
で
４
万
円
、
全
産
業
で
10
万
円
の
格
差

が
あ
る
の
に
、
賃
金
の
改
善
は
６
０
０
０
円

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
補
正
予
算
案

で
は
こ
れ
の
賃
金
引
上
分
す
ら
計
上
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
「
プ
ラ
ン
」
は
安
上
が
り
行
政
の
た

め
に
公
設
保
育
園
を
民
営
化
し
、
民
間
下

請
け
を
加
速
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
抜
本

的
解
決
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

介
護
問
題
で
は
「
介
護
の
環
境
整
備
」
と

し
て
他
産
業
と
の
賃
金
格
差
を
１
万
円
改

善
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
来
年
度
予
算

案
に
先
送
り
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
「
働
き
方
改
革
」
や
「
子
育
て
」
、

「
教
育
」
な
ど
の
施
策
が
列
記
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
極
め
て
抽
象
的
で
す
。
あ
る
の
は
、

企
業
が
活
躍
し
や
す
く
す
る
た
め
の
基
盤
、

環
境
の
整
備
ば
か
り
で
す
。

日
本
社
会
に
今
こ
そ
必
要
な
も
の
は
、

「
一
億
総
活
躍
社
会
プ
ラ
ン
」
で
は
な
く
、

憲
法
25
条
の
「
生
存
権
」
、
憲
法
26
条
の

「
教
育
権
」
、
憲
法
27
条
の
「
勤
労
権
」
を
社

会
的
に
充
実
す
る
政
治
で
す
。

誰
も
が
人
間
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会

保
障
、
教
育
を
等
し
く
受
け
ら
れ
る
機
会

均
等
制
度
の
充
実
、
低
賃
金
や
不
安
定
雇

用
の
抜
本
的
改
善
こ
そ
急
務
で
す
。

(1988年１月18日第三種郵便物認可) 『 週 刊 新 社 会 』 号 外
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２０１６年９月

実現不可能！「１億総活躍プラン」 今
こ
そ
憲
法
を
生
か
し
、
人
間
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
へ

６
月
２
日
、
安
倍
内
閣
は
「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の

「
プ
ラ
ン
」
で
は
「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
実
現
し
「
全
員
参
加
型
の
一
億
総

活
躍
社
会
を
実
現
」
と
豪
語
し
て
い
ま
す
。
そ
の
正
体
は
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
と
銘
う
っ

て
国
民
に
幻
想
を
与
え
、
そ
の
一
方
で
財
界
を
確
実
に
肥
え
太
ら
す
方
策
で
す
。

企
業
の
利
潤
追
求
が
大
前
提

雀
の
涙
の
補
正
予
算
案

憲
法
25
、
26
、
27
条
の
徹
底
を

第 ３ 次
安倍改造内閣

東京新聞より
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